
「
あ
り
あ
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
７
月
15

日
（
日
）
11
時
よ
り
新
潟
駅
南
口
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
り
あ
り
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
に
い

が
た
私
学
争
議
団
支
援
共
闘
会
議
が
中

心
に
実
行
委
員
会
を
結
成
、
不
当
解
雇
・

不
当
労
働
行
為
で
闘
っ
て
い
る
労
働
者

の
実
態
を
広
く
市
民
に
訴
え
運
動
を
広

げ
て
い
く
た
め
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
団
体
参
加

参
加
団
体
は
、
建
交
労
・
中
越
エ
ク

ス
プ
レ
ス
支
部
、
生
き
さ
せ
ろ
新
潟
、

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
新
婦
人
新
潟
支

部
、
加
茂
暁
星
職
組
、
私
学
父
母
の
会
、

私
教
連
、
な
ど
多
く
の
方
々
が
実
行
委

員
に
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
、
足
立
弁
護
士
か
ら
あ
い
さ
つ
、
そ

の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ス
テ
ー
ジ
ジ
ャ
ッ

ク
」
で
４
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

歌
や
ダ
ン
ス
が
あ
り
～
歌
で
は
、
Ｂ

ａ
ｂ
ｙ
★
Ｂ
ａ
Ｂ
ａ
・
近
藤
秀
樹
・
鍛

冶
屋
と
建
具
職
人
・
そ
し
て
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
マ

チ
ュ
ア
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

で
新
潟
市
内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏

活
動
・
県
外
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
は
、
新
潟
で
今
注
目

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
本
宮
宏
美
さ
ん
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
・
小
宮
陽
子
さ
ん
の
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。

夢
を
も
っ
て

バ
ト
ル
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
若
者
バ
ト

ル
ト
ー
ク
・
笑
顔
で
働
き
た
い
」
で
、

本
宮
さ
ん
、
小
宮
さ
ん
、
高
校
生
、
新

聞
記
者
、
大
学
生
な
ど
パ
ネ
ラ
ー
で
登

場
、
進
行
役
に
父
母
の
会
・
坂
井
事
務

局
長
の
進
行
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
時
間
半
く
ら
い
で
し
た
が
、
今
の

若
者
の
生
活
、
仕
事
に
対
し
て
の
夢
・

希
望
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
働
い
て
い
る
青
年
の
思
い
な

ど
も
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
が
大
人

の
人
に
夢
を
も
っ
て
働
い
て
欲
し
い
。

職
場
で
は
笑
顔
で
働
き
た
い
～
な
ど
出

さ
れ
ま
し
た
。

出
店

テ
ン
ト
６
ハ
リ

会
場
で
は
、
テ
ン
ト
が
６
は
り
設
営

さ
れ
、
10
団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

飲
食
関
係
は
、
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・

焼
き
鳥
・
生
ビ
ー
ル
・
な
ど
労
働
相
談

の
コ
ー
ナ
ー
・
手
芸
販
売
・
イ
ベ
ン
ト

グ
ッ
ズ
・
子
ど
も
の
遊
び
場
・
署
名
の

訴
え
～
な
ど
多
彩
な
内
容
で
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

朝
、
雨
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
会
場

の
新
潟
駅
南
口
広
場
は
、
延
べ
七
０
０

人
を
超
え
る
人
達
が
通
り
か
か
り
ま
し

た
。
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